5 現況調査、影響予測及び影響の分析  
5.1 大気質

5.1.1  現況調査

（1） 資料調査

大気質の現況については、事業計画地に最も近い一般環境大気測定局である緑ヶ丘小学校局（大阪府所管、和泉市緑ヶ丘3-4-1参照　図5-1-1）の窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び気象（風向・風速）の調査結果（平成17年度から21年度、気象は平成21年度）について整理した。
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図5-1-1大気質の調査地点位置

１） 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

緑ヶ丘小学校局における調査結果（平成17年度から21年度）は、表5-1-1～3に示すとおり、環境基準（長期的評価）に適合していた。また、各項目の年平均値は、横ばい又は低下している。
表5-1-1  二酸化窒素の測定結果（緑ヶ丘小学校局）

	年　度
	有効測定

日数
	測定時間
	年平均値
	１時間値の

最高値
	日平均値の年間98％値
	98％値評価による日平均値が0.06ppmを超えた日数

	
	(日)
	（時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(ppm)
	(日)

	平成17年度
	361
	8550
	0.012
	0.088
	0.032
	0

	平成18年度
	363
	8541
	0.012
	0.071
	0.028
	0

	平成19年度
	364
	8551
	0.011
	0.059
	0.023
	0

	平成20年度
	361
	8542
	0.010
	0.060
	0.023
	0

	平成21年度
	362
	8551
	0.009
	0.086
	0.022
	0


参考）大阪府環境農林水産総合研究所 環境情報部 情報管理課　環境ホームページ（エコギャラリー）

表5-1-2  一酸化窒素、窒素酸化物の測定結果（緑ヶ丘小学校局）

	年　度
	一酸化窒素
	窒素酸化物

	
	有効測定

日数
	測定時間
	年平均値
	１時間値の最高値
	有効測定

日数
	測定時間
	年平均値
	１時間値の最高値

	
	(日)
	（時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(日)
	（時間)
	(ppm)
	(ppm)

	平成17年度
	361
	8550
	0.003
	0.184
	361
	8550
	0.015
	0.262

	平成18年度
	363
	8541
	0.002
	0.140
	363
	8541
	0.014
	0.196

	平成19年度
	364
	8551
	0.002
	0.086
	364
	8551
	0.012
	0.120

	平成20年度
	361
	8542
	0.002
	0.072
	361
	8542
	0.012
	0.120

	平成21年度
	362
	8551
	0.002
	0.069
	362
	8551
	0.011
	0.151


参考）大阪府環境農林水産総合研究所 環境情報部 情報管理課　環境ホームページ（エコギャラリー）
表5-1-3  浮遊粒子状物質の測定結果（緑ヶ丘小学校局）

	年　度
	有効測定

日数


	測定時間
	年平均値
	１時間値の

最高値
	日平均値の

２％除外値
	日平均値が

0.10mg/m3を超えた

日が２日以上連続

したことの有無

	
	(日)
	（時間）
	(mg/m3)
	(mg/m3)
	(mg/m3)
	(有×無○)

	平成17年度
	339
	8178
	0.026
	0.168
	0.062
	○

	平成18年度
	362
	8648
	0.027
	0.378
	0.059
	○

	平成19年度
	362
	8639
	0.025
	0.361
	0.069
	○

	平成20年度
	360
	8638
	0.023
	0.086
	0.049
	○

	平成21年度
	347
	8316
	0.024
	0.624
	0.053
	○


参考）大阪府環境農林水産総合研究所 環境情報部 情報管理課 環境ホームページ（エコギャラリー）

２） 気象（風向・風速）
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緑ヶ丘小学校局における調査結果（21年度）は、図5-1-2に示すとおり、風向出現頻度は西、北東及び南南東よりの風が卓越していた。また、風速は概ね1～4m/s（平均風速は2.3m/s）となっていた。

図5-1-2　緑ヶ丘小学校の風配図（平成21年度）
（2） 現地調査（既存調査）
１） 調査概要

事業計画地周辺の大気質の現況を把握するため、事業計画地近傍の平井第８工区最終処分場の敷地境界付近（図5-1-1参照）において、表5-1-4及びに示す現地調査を実施しており、その既存調査の結果より現況を把握した。

調査項目等については、窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び気象（風向・風速）を夏季及び冬季に各１週間の連続測定を行った。

表5-1-4　大気質の現地調査概要
	調査項目
	窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び気象（風向・風速）

	調査地点

（図5-1-1）
	事業計画地近傍の平井第８工区最終処分場の敷地境界付近

	調査時期
	・冬季：平成21年2月8日～14日

・夏季：平成21年8月4日～10日

	調査方法
	大気質の環境基準に示された測定方法に準拠

	調査回数
	冬季及び夏季に各１週間


２） 調査結果

①　窒素酸化物

窒素酸化物の現地調査結果は、表5-1-5に示すとおりである。

二酸化窒素の期間平均値は、冬季0.010ppm、夏季0.007ppmで、全期間の平均値は0.008ppmであった。

また、測定期間中の１時間値の最高値は0.054ppm、日平均値の最高値は0.021ppmとなっており、環境基準値（日平均値）の0.06ppmを下回っていた。

なお、窒素酸化物（一酸化窒素＋二酸化窒素）の期間平均値は、冬季が0.013ppm、夏季が0.011ppmで、全期間の平均値で0.012ppmであった。

表5-1-5(1)  二酸化窒素の現地調査結果
	時期
	有効

測定

日数
	測定

時間
	期間

平均値
	1時間

値の

最高値
	日平均

値の

最高値
	1時間値が

0.2ppmを超えた時間数と

その割合
	1時間値が

0.1ppm以上

0.2ppm以下

の時間数と

その割合
	日平均値が

0.06ppmを

超えた日数

とその割合
	日平均値が

0.04ppm以上

0.06ppm以下

の日数と

その割合

	
	(日)
	(時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(ppm)
	(時間)
	(%)
	(時間)
	(%)
	(日)
	(%)
	(日)
	(%)

	冬季
	7
	168
	0.010
	0.054
	0.021
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0

	夏季
	7
	168
	0.007
	0.019
	0.008
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0

	全期間
	14
	336
	0.008
	0.054
	0.021
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0


表5-1-5(2)  一酸化窒素及び窒素酸化物の現地調査結果
	時　期
	一　酸　化　窒　素（NO）
	窒　素　酸　化　物（NOx）

	
	有効

測定日数
	測定

時間
	期間

平均値
	1時間値の

最高値
	有効

測定

日数
	測定

時間
	期間

平均値
	1時間値の

最高値
	期間平均値の

NO2/(NO+NO2)

	
	(日)
	(時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(日)
	(時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(%)

	冬　季
	7
	168
	0.002
	0.038
	7
	168
	0.013
	0.072
	83.1

	夏　季
	7
	168
	0.004
	0.030
	7
	168
	0.011
	0.036
	60.2

	全期間
	14
	336
	0.003
	0.038
	14
	336
	0.012
	0.072
	72.4


　
②　浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質の現地調査結果は、表5-1-6に示すとおりである。

浮遊粒子状物質の期間平均値は、冬季が0.036mg/m3、夏季が0.021mg/m3で、全期間の平均値で0.028mg/m3であった。

また、測定期間中の１時間値の最高値は0.086mg/m3、日平均値の最高値は0.059mg/m3となっており、１時間値、日平均値ともに環境基準値の0.2 mg/m3及び0.1 mg/m3を下回っていた。

表5-1-6　浮遊粒子状物質の現地調査結果

	時　期
	有効

測定

日数
	測定

時間
	期間

平均値
	1時間値の

最高値
	日平均値の

最高値
	1時間値が

0.20mg/m3を超えた時間数とその割合
	日平均値が0.10mg/m3を超えた日数とその割合

	
	(日)
	(時間)
	(mg/m3)
	(mg/m3)
	(mg/m3)
	(時間)
	(%)
	(日)
	(%)

	冬　季
	7
	168
	0.036
	0.086
	0.059
	0
	0.0
	0
	0.0

	夏　季
	7
	168
	0.021
	0.064
	0.037
	0
	0.0
	0
	0.0

	全期間
	14
	336
	0.028
	0.086
	0.059
	0
	0.0
	0
	0.0


③　気象（風向・風速）

気象の現地調査結果は、表5-1-7、その風配図は図5-1-3に示すとおりである。

季節別でみた風向は、冬季が南から西よりの風、夏季が東よりの風が卓越し、平均風速は、冬季が3.1m/s、夏季が1.5m/sとなっていた。

表5-1-7　気象(風向・風速)の調査結果

	項目

季節
	最多風向 (16方位)
	平均風速 (m/s) 

	冬　季
	SSE

(16.7%)
	3.1

	夏　季
	E

(13.1%)
	1.5


注)最多風向欄の（　）内の数値は出現頻度を示す。
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注）Calm：静穏（風速0.4m/s以下）を示す。

図5-1-3　季節別風配図
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